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本
校
は
、
昭
和
58
年
（
１
９
８
３
）、
旧
沖
縄
高
等
学
校
か
ら
現
在
の
校

名
へ
と
改
称
し
、中
高
一
貫
制
の
進
学
校
と
し
て
再
出
発
し
、昭
和
61
年
（
１

９
８
６
）
に
附
属
中
学
校
が
開
校
し
ま
し
た
。

　

沖
縄
尚
学
は
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
学
力
と
人
間
力
」
が
自
然
に
身
に
つ
け

ら
れ
る
教
育
環
境
の
構
築
を
目
的
に
、
他
校
に
は
な
い
様
々
な
取
り
組
み
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
が
沖
縄
の
伝
統
武
道
で
あ
る
空
手
の
授
業
で

す
。
平
成
19
年
（
２
０
０
７
）
か
ら
を
必
修
化
し
、
全
校
で
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
今
回
は
、
本
校
で
の
空
手
授
業
の
こ
れ
ま
で
の
流
れ
や
授
業
の
内
容

な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

　
つ
ま
ず
き
を
ど
う
克
服
し
た
か
㉛

　（
中
高
一
貫
校
で
の
空
手
授
業
）

德
田　

礼

沖
縄
尚
学
高
等
学
校
附
属
中
学
校
教
諭
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縄
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創
設
者
の
名
城
政
次
郎
理
事
長
・
高

校
校
長
が
「
学
力
と
人
間
力
」
を
伸
ば

す
「
た
く
ま
し
い
進
学
校
」
を
掲
げ
、

当
時
は
非
常
に
困
難
で
あ
っ
た
本
土
の

難
関
大
学
へ
の
確
か
な
流
れ
を
つ
く
る

こ
と
が
目
標
で
し
た
。
そ
の
後
、
時
代

の
変
化
と
と
も
に
教
育
内
容
や
教
育
シ

ス
テ
ム
、
そ
し
て
教
育
理
念
も
進
化

し
、
現
在
は
、
日
本
は
も
ち
ろ
ん
世
界

で
も
通
用
す
る
「
学
力
と
人
間
力
」
を

養
成
す
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
進
学
校
」
へ

の
道
を
着
実
に
歩
ん
で
い
ま
す
。

「
他
校
に
は
な
い
様
々
な
取
り
組
み
」

と
し
て
は
、
世
界
で
も
認
め
ら
れ
て
い

る
沖
縄
伝
統
空
手
を
は
じ
め
と
し
て
、

実
用
英
語
技
能
検
定（
英
検
）の
取
得
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
国
際
交
流
を
必

修
化
し
て
い
ま
す
。
国
際
交
流
を
十
分

に
行
え
る
よ
う
、
本
校
は
世
界
各
国
に

35
校
の
教
育
協
定
校
が
あ
り
、
長
期
・

短
期
の
い
ろ
い
ろ
な
形
の
留
学
生
の
送
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り
出
し
や
受
け
入
れ
を
行
い
、
そ
し
て

ク
ラ
ス
単
位
の
国
際
交
流
を
行
っ
て
い

ま
す
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本
校
は
、
中
学
用
・
高
校
用
の
二
つ

の
体
育
館
を
有
し
、
中
学
体
育
館
は
フ

ロ
ア
が
１
階
と
２
階
の
２
カ
所
に
あ

り
、
２
階
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
コ
ー

ト
が
１
面
、
１
階
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
コ

ー
ト
が
１
面
取
れ
る
広
さ
で
す
。
空
手

の
授
業
で
は
、
中
学
は
主
に
中
学
体
育

館
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　

空
手
は
体
育
の
授
業
の
一
環
と
し
て

中
１
か
ら
高
２
ま
で
必
修
化
さ
れ
て
お

り
、
70
分
１
コ
マ
の
授
業
を
週
１
回
、

１
年
間
を
通
じ
て
行
っ
て
い
ま
す
。
授

業
は
、
学
年
別
で
、
４
ク
ラ
ス
合
同
と

３
ク
ラ
ス
合
同
の
も
の
が
あ
り
、
曜
日

を
分
け
て
行
っ
て
い
ま
す
。（
資
料
１
）

　

空
手
の
授
業
は
、
平
成
19
年
（
２
０

０
７
）
に
沖
縄
県
空
手
道
連
盟
と
協
定

を
結
ん
だ
当
初
か
ら
、
同
連
盟
か
ら
講

師
を
派
遣
し
て
い
た
だ
き
、
学
年
の
レ

学期 1学期 2学期 3学期
月 4月 5月 6月 7月 9月 10 月 11 月 12 月 1月 2月 3月
週 1,2,3 4,5,6 7,8,9,10,11,12,13 14,15,16,17 18,19,20,21 22,23,24,25 26,27 28,29,30 31,32,33 34,35

1 年

・オリエンテーション
　（空手の歴史・特性について）
・空手着の着方
・帯の締め方
・礼法（座礼・立礼・正座の仕方）
・�立ち方（結び立ち・閉足立ち・平行立ち・四
股立ち・自然立ち・前屈立ち）
・基本動作
　上段受け・中段受け・下段受け
　�上段突き・中段突き・四股立ちからの・中段
突き
　前蹴り
　（拳の握り方・受ける位置・気合の出し方）
・普及形Ⅰ
　（�左右対称の動きとなっており、初心者向け
の沖縄空手共通の形）

目標－空手道に興味・関心を持たす。
　　　�日頃の生活にも相手を尊重し礼儀を重ん

じることを理解させる。普段から姿勢を
正す事を教える。

・柔軟性（柔軟体操）
・�補強運動（筋力・持久力・瞬発力の強化・腹筋・
背筋・腕立て伏せ・スクワット等）
・歴史・各流派の特徴を学ぶ
・普及形Ⅰ号令なしで行う
・事後テストでの筆記試験

・昇級審査に向けての取り組み
　（11 月 28 日）5級以上目標
・基本動作（普及形Ⅰ）

・空手演武大会の取り組み

・昇級審査追試審査取り組み

・空手演武大会の取り組み
　�演武大会 2月（ポートフォリオ
作成）
・追試審査会 2月

・各流派分け

・�基本動作等は 1，2学期同様継続
・形・・普及形Ⅰ、Ⅱ

・流派に分かれて特性を学ぶ

目標－基本動作や形の名称や行い
方を明記・理解している

2年

基本動作は 1学年同様継続

・�形―普及形Ⅰ・Ⅱ（分解して形の中にある動
きを取り出して動きの意味を理解する）
・昇級審査に向けての取り組み
　（7月 11 日）目標級４級以上
・基本動作（普及形Ⅱ）

目標－基本動作や形の技能を正しく力強く行う
協力して教え合う行動（協調）	
学習意欲・集中力・忍耐力を高める

基本動作は１学期同様継続

・柔軟性・・柔軟体操
・�補強運動・・筋力・持久力・瞬発力の強化・
腹筋・背筋・腕立て伏せ・スクワット等

・各流派の特徴・歴史を学ぶ
・普及形Ⅰ・Ⅱ
・各流派一つ目の形	
・約束 3本組手
・空手演武大会の取り組み
・空手の日の取り組み（賛助演武）
・昇級審査に向けての取り組み
　（11 月 28 日）目標 3級
　基本動作・普及形Ⅰ・Ⅱ・約束 3 本組手

基本動作は１・2学期同様継続

・空手演武大会の取り組み
　�演武大会 2月（ポートフォリオ
作成）

3年

基本動作は 1・2学年同様継続

・�各流派の形・基本習得（分解して形の中に
ある動きを取り出して動きの意味を理解す
る。）	
・昇級審査に向けての取り組み
　（7月 11 日）目標級 2級以上
・基本動作（普及形Ⅰ・Ⅱから選択）
・流派の一つ目の形・約束 3本組手

目標－人前で 1人で発表（演武）できるように
し、自主的、能動的に行う

基本動作は 1学期同様継続

・柔軟性（柔軟体操）
・�補強運動（筋力・持久力・瞬発力の強化・腹筋・
背筋・腕立て伏せ・スクワット等）

・歴史や伝統的な考え方について、学ぶ
・普及形Ⅰ・Ⅱ
・各流派一つ目の形 二つ目の形
・約束 3本組手
・空手演武大会の取り組み
・昇級審査に向けての取り組み
　（11 月 28 日）目標 2級
・基本動作（普及形Ⅰ・Ⅱから選択）
　流派の一つ目の形・3本組手
　1級受験者は基本動作・流派の形二つ
　約束 3本組手

基本動作は１・2学期同様継続

・空手演武大会の取り組み
　�演武大会 2月（ポートフォリオ
作成）

資料 1　指導計画
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縄
伝
統
空
手
を
習
得
す
る
こ
と
が
、
価

値
の
あ
る
こ
と
、
相
手
が
敬
意
を
示
し

て
く
れ
る
日
本
固
有
の
文
化
で
あ
る
こ

と
に
気
づ
い
た
の
で
す
。

　

沖
縄
へ
戻
っ
た
２
０
０
７
年
の
９
月

か
ら
空
手
の
授
業
が
全
員
必
修
と
な
り

ま
し
た
。
全
校
生
徒
が
空
手
着
を
購
入

し
、
中
１
か
ら
中
３
ま
で
全
員
、
白
帯

か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。
ま
た
、
中

学
の
保
健
体
育
科
教
員
は
沖
縄
県
教
育

庁
が
実
施
す
る
空
手
指
導
者
講
習
会
で

研
修
を
重
ね
、
初
段
を
取
得
し
、
空
手

の
授
業
で
指
導
に
当
た
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

中
学
生

・
１
年
生　

５
級
以
上

（
審
査
会
は
年
１
回
）

・
２
年
生　

３
級
以
上

（
審
査
会
は
年
２
回
）

・
３
年
生　

２
級
以
上

（
審
査
会
は
年
２
回
）

高
校
生

・
卒
業
ま
で
に
黒
帯
（
初
段
）

▼
つ
ま
ず
き

　

空
手
の
授
業
を
ス
タ
ー
ト
し
た
際
に

は
様
々
な
問
題
が
生
じ
ま
し
た
。
空
手

流
派
の
形
二
つ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

空
手
の
授
業
で
は
、
保
健
体
育
科
教

員
と
派
遣
講
師
の
チ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン

グ
で
形
の
み
を
指
導
し
て
い
ま
す
。
組

み
手
希
望
の
者
は
、
放
課
後
の
部
活
動

（
空
手
道
部
）
で
練
習
し
て
い
ま
す
。

※
普
及
型
Ⅰ
・
Ⅱ

　

初
心
者
向
け
の
平
易
な
形
。
Ⅰ
は

長
嶺
将
真
氏
、
Ⅱ
は
宮
城
長
順
氏
が

創
作
し
た
。
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縄
空
手
授
業
導
入

の
経
緯

武
道
と
し
て
の
空
手

を
習
得
さ
せ
る
意
義

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

　

名
城
政
一
郎
中
学
校
長
・
副
理
事
長

が
、
２
０
０
４
年
か
ら
２
年
間
、
ア
メ

リ
カ
・
ミ
ネ
ソ
タ
州
セ
ン
ト
ジ
ョ
ン
ズ

大
学
で
客
員
講
師
と
し
て
日
本
近
代
史

を
教
え
て
い
た
こ
と
が
空
手
を
導
入
す

る
き
っ
か
け
で
し
た
。
あ
る
日
、
当
時

小
学
６
年
生
の
お
子
さ
ん
を
講
義
に
連

れ
て
行
き
、
学
生
に
紹
介
し
た
と
こ

ろ
、
学
生
か
ら
空
手
の
形
を
見
せ
て
ほ

し
い
と
リ
ク
エ
ス
ト
が
あ
り
、
そ
こ
で

ベ
ル
に
応
じ
て
行
っ
て
い
ま
す
。
本
校

の
保
健
体
育
科
教
員
も
指
導
員
の
資
格

を
有
し
て
授
業
で
一
緒
に
指
導
し
て
い

ま
す
。

　

中
学
１
年
生
は
、
基
本
技
（
各
種
受

け
・
突
き
、
前
蹴
り
）・
普
及
型
Ⅰ
を

中
心
に
練
習
し
ま
す
。
２
年
生
か
ら
、

小し
ょ

林う
り
ん流

・
上う
え

地ち

流
・
剛ご
う

柔じ
ゅ
う流

・
松
ま
つ
ば

林や
し

流り
ゅ
うの
い
ず
れ
か
を
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
り

選
択
し
、
基
本
技
・
普
及
型
Ⅰ
・
普
及

型
Ⅱ
・
三
本
約
束
組
手
・
選
択
し
た
流

派
の
形
一
つ
を
練
習
し
ま
す
。
３
年
生

は
基
本
技
・
普
及
型
Ⅰ
・
普
及
型
Ⅱ
・

披
露
す
る
と
、
全
員
か
ら
拍
手
喝か
っ

采さ
い

を

受
け
ま
し
た
。
講
義
終
了
後
に
、
学
生

の
一
人
か
ら
「
私
の
祖
父
は
船
越
義
珍

先
生
に
空
手
を
学
び
黒
帯
を
取
り
ま
し

た
。
父
も
黒
帯
、
私
も
黒
帯
で
、
沖
縄

へ
行
っ
て
本
物
の
空
手
を
学
ぶ
こ
と
が

私
の
夢
で
す
」
と
言
わ
れ
、
名
城
校
長

は
、「
本
物
」
と
い
う
言
葉
が
強
く
心

に
残
っ
た
そ
う
で
す
。
ま
た
、
大
学
の

先
生
方
に
聞
い
た
と
こ
ろ
、
複
数
の
方

か
ら
「
沖
縄
は
空
手
発
祥
の
地
で
す
よ

ね
」
と
言
わ
れ
、
沖
縄
の
空
手
が
広
く

知
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
評
価
が

高
い
こ
と
に
驚
い
た
そ
う
で
す
。

　

沖
縄
の
歴
史
を
振
り
返
る
と
、
常
に

本
土
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を
目
標
に
し
て

お
り
、
沖
縄
を
本
土
に
近
づ
け
る
べ
く

努
力
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
本
土

を
目
標
に
日
本
人
と
し
て
の
教
養
、
価

値
観
、
行
動
様
式
を
身
に
つ
け
よ
う
と

努
力
し
て
き
た
こ
と
は
当
然
な
の
か

と
、
名
城
校
長
は
疑
念
を
抱
い
た
そ
う

で
す
。
そ
し
て
沖
縄
独
自
の
文
化
で
あ

る
沖
縄
空
手
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
の
文
化
で
あ
り
、
ま
ね
を
す
る

こ
と
で
は
決
し
て
得
る
こ
と
が
で
き
な

い
「
本
物
」
の
自
信
と
誇
り
を
身
に
つ

け
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
、
沖

空手を始めて約１年の中学１年生の個人演武

目標級
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授
業
に
対
し
て
、
生
徒
か
ら
「
と
に
か

く
や
り
た
く
な
い
」「
声
を
出
す
の
が

恥
ず
か
し
い
」「
受
験
に
は
関
係
な
い

の
で
は
？
」
と
言
っ
た
声
が
上
が
り
ま

し
た
。
女
子
は
「
し
こ
立
ち
で
腰
を
下

げ
、足
を
開
く
の
が
恥
ず
か
し
い
」等
、

さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
熱
心
に
取
り
組
ま

な
い
生
徒
も
お
り
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

も
低
く
、
理
由
を
見
つ
け
て
は
授
業
を

見
学
す
る
生
徒
が
多
数
い
ま
し
た
。

▼
つ
ま
ず
き
の
打
開
策

　

先
に
挙
げ
た
問
題
点
の
解
決
に
向
け

て
、
中
学
校
長
、
教
頭
、
空
手
派
遣
講

師
、
保
健
体
育
科
教
員
、
空
手
授
業
に

関
わ
っ
て
い
る
全
て
の
メ
ン
バ
ー
で
、

学
期
ご
と
に
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
ま

し
た
。
現
状
の
問
題
点
を
共
有
し
、
そ

の
打
開
策
を
見
つ
け
出
そ
う
と
努
力
を

重
ね
ま
し
た
。
一
番
の
課
題
は
「
ど
う

し
た
ら
生
徒
に
空
手
の
素
晴
ら
し
さ
、

楽
し
さ
を
理
解
し
て
も
ら
え
る
か
」
と

い
う
こ
と
で
し
た
。
そ
の
具
体
的
な
打

開
策
と
し
て
実
施
し
た
一
例
が
以
下
の

も
の
で
す
。

・
映
画
「
ベ
ス
ト
・
キ
ッ
ド
」
な
ど
空

手
の
素
晴
ら
し
さ
・
面
白
さ
を
伝
え

る
動
画
の
鑑
賞

資料 2　中学 2年生流派分けアンケート

空手流派分けアンケート
☆各流派の歴史☆
小林流 先生
小林流は、首里手（しゅりて：首里地球に伝えられてきた武術）の系譜で中興の祖・松村宗棍（まつむら・そうこん）
の流れを汲む糸州安恒（いとす・あんこう）に師車した知花朝信（ちばな · ちょうしん：1885~1969 年）によって、
1933 年に小林流と命名され、1948 年には沖縄小林流空手道協会が創設されました。

上地流 先生
上地完文（うえち・かんぶん： 1877 〜 1968 年）を始祖とします。中国福建省で 13 年間パンガイヌー ン（半硬軟）
拳法を修業し、その後、故郷沖縄に帰り 1940 年、2代目上地完英により上地流空手道として確立をしました。戦
後沖縄でこれほど発展した流派は、他にないかと思われます。

剛柔流 先生
剛柔流は那覇手（なはて：那覇地域に伝えられてきた武術）の系譜で、中興の祖・東恩納寛量の直系である宮城
長順（みやぎ・ちょうじゅん：1888 〜 1968 年）を流祖とします。宮城長順は文武両道を極めた武人であり、警
察や学校での指導にあたり、国内外への空手の詈普及発展に大きな功績を残しています。

松林流 先生 先生
松林流は長嶺将真を開祖とする琉球古伝空手の首里手（スイティ）・泊手（トマイティ）系統の流派である。長嶺
将真は「首里手」の中興の祖である松村宗昆の直弟子喜屋武朝徳と、「泊手」の中興の祖、松茂良興作の弟子で歴
史に名高い本部朝基という両雄に師事している、長嶺将真は両中興の祖の武徳を後世に残すべく、松村宗昆と松
茂良輿作の一字を取って、松林流と命名した。

　2 年　　組　　番　氏名
　

第 １ 希 望 流
第 2 希 望 流
第 3 希 望 流
第 4 希 望 流

備考　※現在もしくは今までに空手の経験があるものは、流派と道場名 ・経験年数を記入する
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体
戦
、
つ
ま
り
ク
ラ
ス
対
抗
戦
が
あ
る

こ
と
で
す
。
ク
ラ
ス
が
一
致
団
結
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
す
。
１
年

生
の
ク
ラ
ス
対
抗
戦
は
普
及
型
Ⅰ
を
、

２
・
３
年
生
は
普
及
型
Ⅱ
を
行
い
、
そ

れ
を
沖
縄
県
空
手
道
連
盟
か
ら
派
遣
さ

れ
た
講
師
５
名
の
先
生
方
が
審
査
し
、

勝
利
し
た
ク
ラ
ス
の
パ
ネ
ル
を
あ
げ
る

と
い
う
方
法
で
行
い
ま
し
た
。
２
年
生

以
上
に
は
流
派
別
対
抗
戦
が
あ
り
、
同

じ
流
派
か
ら
５
〜
７
名
の
チ
ー
ム
を
選

抜
し
、
４
流
派
に
そ
れ
ぞ
れ
４
チ
ー
ム

を
作
り
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で
実
施

し
、
各
流
派
の
１
位
を
決
め
ま
し
た
。

　

個
人
戦
も
実
施
し
ま
し
た
。
中
学
２

年
生
の
男
女
混
合
、
中
学
３
年
生
の
男

女
混
合
、
そ
し
て
カ
テ
ゴ
リ
ー
Ａ
と
し

て
空
手
部
ま
た
は
空
手
道
場
に
通
っ
て

い
る
生
徒
を
対
象
と
し
た
も
の
の
３
部

門
を
作
り
、
部
門
ご
と
に
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
方
式
で
対
戦
さ
せ
ま
し
た
。

　

第
３
回
大
会
か
ら
は
場
所
を
県
立
武

道
館
に
移
し
、
保
護
者
も
観
覧
で
き
る

よ
う
に
し
ま
し
た
。
そ
の
頃
に
は
、
発

表
の
場
（
勝
負
の
場
）
を
与
え
ら
れ
た

こ
と
に
よ
っ
て
、
明
確
な
目
標
が
で
き

た
生
徒
は
、
空
手
に
対
す
る
抵
抗
感
は

な
く
な
り
、
逆
に
空
手
を
楽
し
み
、
前

発
祥
と
す
る
武
道
で
す
。
相
手
の
動
き

を
想
定
し
て
攻
防
を
行
う
伝
統
的
な
技

を
習
得
し
た
喜
び
を
生
徒
に
味
わ
わ
せ

る
こ
と
、
そ
れ
と
と
も
に
「
空
手
に
先

手
無
し
」
等
、
伝
統
的
な
考
え
方
を
理

解
さ
せ
、
郷
土
の
文
化
や
伝
統
に
対
す

る
意
識
を
高
め
、
大
切
に
す
る
態
度
を

育
成
す
る
こ
と
、
こ
れ
が
武
道
と
し
て

の
空
手
を
生
徒
に
習
得
さ
せ
る
意
義
で

す
。

▼
校
内
空
手
演
武
大
会

　

か
つ
て
指
導
の
一
環
と
し
て
、
生
徒

の
興
味
・
関
心
や
技
能
の
段
階
に
応
じ

て
形
の
ミ
ニ
発
表
会
を
行
っ
た
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。
空
手
の
楽
し
さ
や
や
り

き
っ
た
時
の
喜
び
を
味
わ
わ
せ
よ
う
と

い
う
の
が
目
的
で
し
た
。
そ
ん
な
中
、

チ
ー
ム
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
際
に
校
長
先

生
か
ら
「
校
内
空
手
演
武
大
会
も
や
っ

て
み
た
い
で
す
ね
」
と
い
う
発
言
が
あ

り
、
保
健
体
育
科
教
員
全
員
が
ぜ
ひ
や

り
た
い
と
強
く
思
い
、
校
内
空
手
演
武

大
会
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

平
成
22
年
（
２
０
１
０
）
に
第
１
回

沖
縄
尚
学
高
等
学
校
附
属
中
学
校
校
内

空
手
演
武
大
会
を
高
校
体
育
館
で
実
施

し
ま
し
た
。
こ
の
大
会
の
特
徴
は
、
団

・
男
女
別
授
業

・
熱
心
に
取
り
組
ま
な
い
生
徒
を
対
象

と
し
た
個
別
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
（
校
長

面
談
）

・
リ
ズ
ム
空
手
の
導
入　

等
々

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ま
と
め

本
校
の
紹
介

◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯

10 11 12◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

本
校
の
空
手
授
業
の

特
徴

沖
縄
空
手
授
業
導
入

の
経
緯

武
道
と
し
て
の
空
手

を
習
得
さ
せ
る
意
義

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

　

沖
縄
空
手
は
、
先
達
の
た
ゆ
み
な
い

努
力
に
よ
り
、
武
器
を
一
切
使
用
せ

ず
、
徒と

手し
ゅ

空く
う

拳け
ん

の
み
を
も
っ
て
護
身
を

図
る
技
術
が
体
系
化
さ
れ
た
、
沖
縄
を

クラス対抗戦 流派団体戦の様子（２・３年生）

個人戦
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と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
校
内
空
手
演
武

大
会
で
す
が
、
問
題
点
を
打
開
す
る
以

上
の
、
さ
ま
ざ
ま
な
よ
い
効
果
が
生
ま

れ
て
い
ま
す
。
一
つ
の
目
標
に
向
か
っ

て
み
ん
な
と
一
緒
に
練
習
す
る
こ
と
で

「
や
り
き
り
」、そ
れ
を
勝
負
の
場
で「
出

し
き
る
」。
こ
の
「
や
り
き
っ
て
出
し

き
る
」
経
験
が
生
徒
の
さ
ま
ざ
ま
な
可

能
性
を
開
拓
し
て
い
く
も
の
だ
と
実
感

し
ま
し
た
。

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ま
と
め

本
校
の
紹
介

◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯

10 11 12◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

本
校
の
空
手
授
業
の

特
徴

沖
縄
空
手
授
業
導
入

の
経
緯

武
道
と
し
て
の
空
手

を
習
得
さ
せ
る
意
義

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

　

沖
縄
を
発
祥
と
す
る
空
手
を
授
業
で

行
う
こ
と
は
、
沖
縄
（
琉
球
）
の
歴
史

や
文
化
を
理
解
さ
せ
る
点
で
教
育
上
、

大
き
い
意
義
を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

こ
と
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
授
業
で
は
、

県
教
育
委
員
会
が
作
成
し
た
学
校
体
育

指
導
資
料
「
学
校
体
育
に
お
け
る
空
手

指
導
書
」
に
も
あ
る
よ
う
に
、
基
本
を

正
し
く
学
習
さ
せ
な
が
ら
も
、
基
本
重

視
の
あ
ま
り
鍛
錬
的
傾
向
が
強
く
な
り

す
ぎ
な
い
よ
う
に
配
慮
し
、
自
主
性
・

主
体
性
を
育
む
指
導
を
講
師
の
先
生
方

向
き
に
取
り
組
ん
で
い
こ
う
と
す
る
意

欲
を
抱
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
度
（
２
０
１
９
）
で
校
内

空
手
演
武
大
会
は
第
９
回
大
会
を
迎
え

ま
し
た
。
内
容
も
少
し
ず
つ
変
化
し
、

ク
ラ
ス
対
抗
戦
は
、
県
立
武
道
館
の
広

さ
を
利
用
し
て
２
ク
ラ
ス
同
時
に
演
武

を
行
い
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
高
い
位
置
か

ら
７
名
の
審
判
に
よ
る
旗
形
式
の
判
定

を
行
い
、
勝
敗
を
決
し
ま
し
た
。

　

中
学
１
年
生
は
普
及
型
Ⅰ
を
、
中
学

２
年
生
は
普
及
型
Ⅱ
を
、
中
学
３
年
生

は
４
流
派
か
ら
流
派
を
決
め
、
松
林
流

は
「
ピ
ン
ア
ン
初
段
」、小
林
流
は
「
ナ

イ
ハ
ン
チ
初
段
」、
剛
柔
流
は
「
サ
イ

フ
ァ
」、
上
地
流
は
「
カ
ン
シ
ワ
」
と

各
流
派
の
一
番
目
の
形
を
演
武
し
ま
し

た
。
自
分
の
選
択
し
た
流
派
の
形
を
行

う
生
徒
も
い
ま
す
が
、
こ
の
時
期
の
み

他
流
派
の
形
を
経
験
す
る
こ
と
で
、
さ

ら
に
空
手
へ
の
関
心
が
高
ま
り
ま
す
。

ま
た
、
ク
ラ
ス
・
グ
ル
ー
プ
学
習
を
行

う
こ
と
で
、
課
題
解
決
の
た
め
に
習
得

し
た
知
識
・
技
能
を
活い

か
す
よ
う
に
な

り
、
さ
ら
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

取
る
こ
と
で
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現

力
が
育
ま
れ
ま
し
た
。

　

先
に
挙
げ
た
問
題
点
打
開
策
の
一
環

札 幌 本 社／札幌市中央区北６条西22丁目２番７号東実ビル　　TEL（011）612-1911（代）
東 京 支 店／東京都新宿区西新宿１丁目26番２号新宿野村ビル　TEL（03）3345-0531
営　業　所／函館・室蘭・苫小牧・千歳・恵庭・小樽・余市・岩内・石狩・岩見沢・旭川
　　　　　　士別・富良野・帯広・北見・釧路・深川
海 外 事 業／東洋実業シンガポールPTE. LTD.／東洋セキュリティ＆ビルディング・マネジメント
　　　　　　（香港） LTD.
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資料 3

沖縄尚学空手審査内容及び審査観点表
級 内容 観点

5級 基本動作（10 本）・普及型Ⅰ
１．基本
　①立ち方　　　　　②膝の曲げ方　　　③姿勢
　④着眼　　　　　　⑤構え　　　　　　⑥重心
　⑦拳の握り　　　　⑧気合　　　　　　⑨呼吸
　⑩正確さ
　⑪�力の強弱と瞬間のみの前身の力の入れ方（拳体一致）
　⑫適正なスピード　⑬突き蹴りのタイミング

２．３本組手
　①構え　　　　　　②着眼　　　　　　③立ち方
　④間合い　　　　　⑤技のタイミング　⑥気合
　⑦攻防の正確さと連続性　　　⑧力の強弱と極め

３．形
　①力の強弱　　　　②姿勢　　　　　　③リズム
　④形の意味を理解し、応用、変化ができている。
　⑤呼吸

審査を受ける心構え
※合格したらその段位にふさわしい力量を発揮するように心
がけ万一不合格の場合はその原因を知ることが大事

4 級 基本動作（10 本）・普及型Ⅱ

3級
基本動作（５本）
普及型Ⅰ ･Ⅱ対人３本組手

2級
基本動作（５本）
普及型Ⅰ ･Ⅱから選択
流派の一つ目の形・対人３本組手

1級
基本動作（５本）
流派の形二つ・対人３本組手

初級
基本動作（５本）
流派の形二つ・対人３本組手

二級
流派の形二つ（三つ目の形）
対人３本組手

と
協
力
し
て
、
さ
ら
に
工
夫
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
で
は
、
生
徒
か
ら
「
空
手
の
授

業
は
気
が
引
き
締
ま
る
（
緊
張
感
が
持

て
る
）」
と
言
っ
た
感
想
や
、
保
護
者

か
ら
も
「
落
ち
着
き
の
な
い
子
ど
も
が

空
手
授
業
の
お
か
げ
で
じ
っ
と
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」
と

言
っ
た
話
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
校
内
空
手
演
武
大
会
を
通
し

て
、
ク
ラ
ス
内
で
多
少
の
対
立
を
経
験

し
つ
つ
も
、「
本
気
で
勝
ち
た
い
と
思

っ
た
」「
優
勝
で
き
な
か
っ
た
が
、
一

生
懸
命
や
れ
ば
勝
っ
て
も
負
け
て
も
楽

し
い
思
い
出
に
変
わ
る
ん
だ
と
わ
か
っ

た
」「
ク
ラ
ス
が
一
つ
に
な
れ
た
」「
ク

ラ
ス
全
体
を
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
」

「
先
生
の
よ
く
言
う
『
勝
つ
こ
と
だ
け

が
全
て
で
は
な
い
』
と
い
う
言
葉
の
意

味
が
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
た
」「
一
生

懸
命
は
か
っ
こ
い
い
と
思
っ
た
」
等
、

数
多
く
の
素
直
な
感
想
が
あ
り
ま
し

た
。

　

空
手
の
授
業
を
通
し
て
、
生
徒
の
可

能
性
を
さ
ら
に
引
き
出
せ
る
よ
う
に
、

私
も
学
び
続
け
よ
う
と
思
い
ま
す
。

形 松林流 剛柔流 上地流 小林流

鍛錬形
ピンアン初段 ゲキサイ第２

サンチン ナイハンチ初段
一つ目 カンシワ ピンアン二段
二つ目 アーナンクー サイファ カンシュウ ピンアン四段

三つ目 ワンカン
サンチン セーサン

松村のパッサイ
セイユンチン セーリュウ




